明けましておめでとうございます。令和8年を迎え、新年のご挨拶を申し上げます。

昨年は、総領事館が管轄する6州をたびたび訪問し、また、各界を代表する方々と懇談し、ここバヒオ地域において、日本が好感を持って受け入れられていることを実感する一年となりました。また、在留邦人の皆様、日系社会の皆様が、地元メキシコの人々と様々な交流を持たれていることに触れ、日本メキシコ関係の発展はこうした地道な活動に支えられていることを感じてきました。

さて、昨年10月、日本では高市早苗衆議院議員が、我が国の憲政史上初の女性の首相として内閣総理大臣に就任しました。就任時の記者会見において、高市総理は、「強い日本経済をつくり上げる」との決意を表明しています。日本政府としては、日本企業の海外展開や日本の技術力を外交面で支え、ルールに基づく自由で公正な国際経済秩序の発展のために取り組むなど、日本の経済力の強化のための外交を推進していく方針です。こうした方針に基づき、当総領事館としても、日本大使館はじめ日本側関係機関、そしてバヒオ地域の関係各州及び市政府と緊密に連携しながら、バヒオ地域に進出する日系企業の皆様のますますの発展のために引き続き努力してまいります。

昨年は、第二次世界大戦が終結して80周年を迎えました。日本はこの80年間、一貫して平和国家としての道を歩んできましたが、その歩みの中で、世界各地の日系社会がそれぞれの地域の人々の日本に対する信頼と好感を醸成するのに大きな役割を果たしてきたことに改めて敬意を表したいと思います。メキシコの日系社会も、第二次世界大戦という不幸な一時期を乗り越え、日本とメキシコの人々の友情と相互理解の礎を築いてこられました。今年5月には、レオン市内で、第17回全国日系人大会（CONANI）が開催される予定です。総領事館は、こうした日系社会の活動を今後ともできる限り支援してまいります。

ところで、この正月、当総領事館は開設10周年を迎えました。当館は2016年の元日に開館し1月4日から業務を開始いたしました。日本とメキシコの交流史は400年以上前に遡ります。また、日本とメキシコの外交関係は、1889年の日本メキシコ修好通商航海条約の発効によって樹立されました。日本メキシコ関係の長い歴史に比べれば、当館が歩んできた10年間は大変短いですが、この間にもバヒオ地域の各界の方々、そして在留邦人・日系社会の皆様からご支援とご協力を頂きました。このことに改めて感謝申し上げます。

皆様から頂いたご支援と信頼を胸に、日本とバヒオ地域、そして日本とメキシコの友好関係のますますの発展のため、総領事館一丸となって努力していく所存です。本年も変わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。

令和８年（2026年）1月
在レオン総領事
青山健郎
